
＿一日目 リア狂と言われないために 　　　
参考リンク 
用語集 | mixi人狼はコチラ 

［少女］小梅が村に参加しました。

「むっきー！　今日もリア狂って言われたー！　なんでいっつもいつもリア狂リア狂って言うのさ！
小梅はリア狂じゃないもん！」

［村医］しげじいが村に参加しました。

「ほっほっほ。ずいぶんと荒れておるのう小梅よ」

　
「あ、しげじい！　オッスだぜ！」

「うむ、オッスじゃ。小梅も最近人狼をはじめたらしいのう。その様子じゃと、だいぶヒドイ言われよ
うをされているみたいじゃが……」

　
「そーなんだよ！　みんなヒドいんだよ！？　非リア充はこれだから困るね！　心が狭いったらありゃ
しない！　そーきゅーに増改築、ビフォーアフターが必要だよ！」

「お前は本当に口が悪いのう。。。しかし小梅よ。世の中にヒドい人がいるのも確かじゃが、理由もなく
悪口を言う人が少ないのもまた確かじゃ。何か小梅に、リア狂と言われるだけの原因があったのかも
しれんのぅ？」

「えー、そんなことないよー」

「ふむ。ではいったい、小梅はどういうときにリア狂と言われたのじゃ？」

「えーとね。まず 自分が狼じゃないというのをアピールするために開幕一番　『小梅は村人だよ！　み
んな吊らないでね！』　と宣言した ときでしょ」

「ふむ。。」

「それと 吊られそうになったから本当は村人だけど占いＣＯをして回避した ときでしょ。吊られる
のイヤだもんね！」

「ふむむむ。。。。。。」



「あとは、 まだゲームの途中だったけど　『もうすぐ『世界ふしぎ発見！』　がはじまるので落ちま
す！』って言った ときかな！？」

「▼小梅じゃ！！　このリア狂が！！」 

「えぇっ！？　しげじぃまで！？」

「回避は認めんぞい」

「そんなぁ……」

「ていうか、お主わざとやってるじゃろ」

「そんなことないよう。てか小梅の何がいけないんだよう」

「うーむ、リアル狂人というより天然狂人じゃな。。まずはなんでいけないのかから説明しないといか
んのぅ」

「そうだよ！　くわしく教えてよ！　せつめーせきにんだよ！」

「エラそうなヤツじゃのぅ……。ではまず、 『なんで自分を村人とバラしてはいけないか』 から説明
しようかのぅ。これは【村人ＣＯ】といって、基本的にＮＧじゃ」

「えーなんでー？　何の能力もない村人だったら別にいいじゃん。間違って吊られることもないし」

「そうは言うがのう小梅よ。このゲームの重要なポイントのひとつとして、 『本人以外、誰がどの役職
なのかはゲームが終わってみるまでわからない』 のじゃ」

「んんー？」

「つまりこういうことじゃ。小梅が村人ということは、 小梅自身にはわかるが、他の人からは本当かど
うかわからない ということじゃ。変な疑いを持たれて、みんな混乱してしまうぞい。例えば人狼役の人
物が「村人ＣＯ！」と言ったところで、他の人からはそれが本当かどうかはわからないのじゃ。この
場合、実際にはウソをついておることになるのぅ」

「ああ！　なるへそ！」

「理由は他にもあるぞい。これから人狼をはじめようという人が覚えておきたいことのひとつとし
て、 『人狼は基本的に役職を持っている人から先に襲撃したい』 というのがあるのじゃ」

「ふむふむ」



「ただの村人よりも狩人や占い師を襲った方が狼にはオトクなのじゃ。小梅が村人というのをバラし
てしまうと、狼側からすれば「小梅は村人だから放置して、とりあえず他の人を襲っておこう、役職を
持っているかもしれんしな！　ケケ！』となるわけじゃ。他の村人には小梅が村人か狼かはわからな
くとも、 狼には小梅が狼じゃないということがわかっている からのぅ。そう読まれる可能性が高いの
じゃ。」

「あ、小梅わかったよ！　 役職を持っている人が襲われる確率があがってしまうから、村にとっては不
利な行動 なんだね！」

「小梅はかしこいのぅ。そういうわけで村人ＣＯは基本的にはしない方がいいのじゃ」

「だから村人COはＮＧなんだね！　把握だよ！」

「次は 『なぜ村人の時は占いＣＯをしてはいけないか』 じゃ。これは【村騙り】と呼ばれる行為で、
特にやってはいけない行為のひとつじゃ。嫌う人は本当に嫌うからのう。覚えておくがいいぞい」

「えーなんでー？」

「 村人が役職者を騙っても、村側に有利なことは何ひとつない のじゃ。例えば狼や狂人は、よく占い
師を騙るのう。これは何でか知っておるか？」

「知ってるよ！　本物の占い師さんを偽者と思わせたいためだよね！」

「そのとおりじゃ。本物の占い師に好きなように占わせておくと、自分たちが占われた時には問答無
用で吊られてしまうからのぅ。そうさせないためにも狼達は占い師を騙るのじゃ。偽占い師がウソの
狼判定を出せば自分達以外の村人を吊ったりも出来るしのぅ」

「村人達からすればどっちが本物かわからないから、とりあえず吊っておこうかってなるもんね！」

「うむ。しかし偽占い結果で村人を吊った場合、次の日霊能者には偽者の占い師がどっちかは判定で
バレてしまうのじゃ。それをさらに惑わせるため、狼側は霊能者にも騙りを出すことが多い。ニセ占い
師の判定を『本当だよ！』と言い張るのじゃな。いわゆる【２－２】、占い師が二人、霊能者が二人の
状況じゃ。これは最もオーソドックスな展開のひとつじゃ」

「わかったけど、それがなんで村騙りがいけないっていうことになるのさ？？」

「さっきの話をひっくり返して考えるとわかりやすいぞい。つまり、村側としては『本物の占い師に
好きなように占わせておくのが一番いい』のじゃから、『どの占い師が本物かわからなくなって得す
るのは狼側』ということじゃ」

「あ、そういうことか」

「このことをわかっている多くの村人は『騙りに出ているのはどっちかが本物で、どっちかが狼か狂
人』という風に推理するのじゃ。つまり、『偽者の方を吊れればそれは狼側を処刑したことになる』
ということになるのじゃな」



「ふふん、理解したよ！　つまり『せっかく頑張って推理して偽者の方を吊ったとしても、 それが村人
だったらお話になんねーよ！ 』ってことだね！」

「そのとおりじゃ。狼側は『偽者だとバレたら吊られる』というリスクを払ってまで騙りに出る。そ
こまでして狼は本物の占い師を確定させたくないわけじゃな。その大変なリスクを、 村人が代わりに
背負ってくれている のだから、これはもうメシウマ状態のヘヴン状態なわけじゃ」

「なるへそねー」

「戦略として村騙りが有効な場面はあることにはあるのじゃ。ただ、小梅のような人狼をはじめたば
かりの子が村騙りをするのは基本的にやめておいた方がいいぞい」

「ラジャーだぜ！」

「最後に、 『ゲームの途中退場』 についてじゃな。これはマナーの問題でもあるし、ゲームの勝ち負
けに直接かかわってくる問題でもあるぞい」

「うー、そんなに悪いことなのかな？」

「小梅よ、参加中、吊り投票のボタンを押さなかった場合、自殺票になるのは知っておるな？」

「うん、知ってるよ！」

「ここで、もしゲームを途中でやめた場合、そのキャラクターはずっと自殺票を続けることになる」

「そうなっちゃうね」

「そうなっちゃうのじゃ。ここでずっと自殺票を続けるキャラが最終日まで残った場合、どういう状
況になるかを考えてみるとよい」

「んーと、最終日は３人か４人で、そのうちの１人は狼だよね。えーと……、どうなるの？」

「ちょっと難しかったかの。つまりはこういうことじゃ。もし村人が３人、狼が１匹という構成の最終
日で、村人のうち１人が自殺票を続けていた場合。仮に 狼の正体が他の村人全員にバレていたとして
も、狼はその人に吊り投票をすれば５０％の確率で勝利できる のじゃ！」

「な、なんだってー！？」 

「仮に自殺票をする人をA、狼をB、村人をCDとするかの。Aは狼の投票と自殺票を合わせて２票。村人
C、Dが票を合わせて狼Bに投票したとしても２票。五分五分なのじゃ。この場合、ランダムでAかBのど
ちらかが吊られるが、その可能性は５０％じゃ。せっかく苦労して『Bが狼だ！』と突き止めたとして
も、50％の確率で村が敗北してしまうのじゃ」



「お、おそろしいね……」

「それを避けるため、村人達は自殺票を続ける人を吊らねばならないのじゃ。これは吊る回数が限ら
れている村側にとって大きな損失なのじゃな。その人が狼だった場合は、味方の狼に大変な迷惑をか
けていることになる。自殺票を続けている人を優先的に襲撃してくれる紳士な狼もいるが、狼側から
してみれば他に襲いたい人がいたかもしれないのじゃ。どっちにしろ、公平なゲームとは言えなく
なってしまうのぅ」

「こ、小梅が草野さんに萌え萌えしている間に村ではそんなタイヘンなことになっていたんだ
ね……」

「変わった娘じゃのぅ……。このゲームは１回参加するだけでとても多く時間を使うのじゃ。みんな
大事な時間を使っているのじゃから、こういうことは避けないといけんのう」

「うん、今度から『世界ふしぎ発見』は録画で見ることにするよ！」

「それがいいのう。人狼はとても面白いゲームじゃから、ついつい無理して参加してしまいがちじゃ
が、余裕を持って参加することもまた大切なことなのじゃ。みんなが気持ちよくできてこそ楽しいア
プリになるからのぅ」

「わかったよ！　小梅、今度から気をつける！」

「小梅はいい子じゃの。一度間違いをしてしまったとしても、きちんと反省すればきっとリア狂と言
われることはなくなると思うぞい。次から頑張ろうぞい！」

「イエッサー！　もう小梅のことリア狂だなんて言わせないぜ！」

「といったところで日替わり時間が近いのう。それでは今日のまとめよろしくじゃ」

「村人COはしないようにしよう！
意味のない村騙りは自重しよう！　:
時間に余裕を持って参加しよう！
　の3つだね！」

「そのとおりじゃ！　しっかり復習するんじゃぞい」

「うん！　小梅しっかりふくしゅーするよ！」

「ではまた明日じゃ」

「うーい！　おやすみんこー！」



　村人達は、朝を願った。　　　　　　　　　　　　　　
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